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海水のようにナトリウムやカルシウムなどのイオン濃度が高い水溶液（廃液を含む）か
ら希薄な放射性ストロンチウムを除去することは、カルシウムなどの妨害により非常に
難しいことでした。この研究では、塩化バリウムと硫酸ナトリウムの水溶液を混ぜるだ
けで簡単にできるバライト（硫酸バリウム）に着目しました。塩化バリウム水溶液と硫
酸ナトリウム水溶液の濃度を調整し、それらを希薄なストロンチウムを含む水溶液に入
れると、カルシウムイオン濃度等が高い場合でも効率よくストロンチウムがバライト内
部に取り込まれ、除去できることがわかりました。本方法では、東京湾で採取した海水
に非放射性のストロンチウムを添加した条件でもストロンチウムを選択的に除去できる
ことがわかりました。バライトによるて2011年の福島第一原子力発電所事故では、燃
料から溶け出た放射性ストロンチウムが海に流出しましたが、本方法はこのような海水
の汚染にも適用できる可能性があります。


	スライド番号 1

